
おしゃまんべ

静狩小学校入学式
　４月６日、新しいランドセル

を背負った２名の新１年生が、

少し緊張しながら元気に登校し

ました。入学式では、上級生の

お兄さんお姉さんが、歓迎の歌

を披露してくれました。
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（２（２）） おしゃまんべ議会だより 第１９１おしゃまんべ議会だより 第１９１号号

○
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
奨
学
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
の
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
の
基

準
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
ガ
ス
供
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補

２８

正
予
算
（
第
　
号
）

１３

○
平
成
　
年
度
後
期
高
齢
者

２８

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
平
成
　
年
度
国
民
健
康
保

２８

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

○
平
成
　
年
度
介
護
保
険
特

２８

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

○
平
成
　
年
度
公
共
下
水
道

２８

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

○
平
成
　
年
度
ガ
ス
事
業
会

２８

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
　
年
度
水
道
事
業
会

２８

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
　
年
度
病
院
事
業
会

２８

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

命
○
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確

認
○
字
の
区
域
の
変
更

○
所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会

中
の
継
続
調
査

※
詳
し
い
議
案
の
内
容
は
、

４
月
号
町
広
報
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　平成２９年第１回定例会は、３月９日から１７日ま

での９日間の会期で開かれました。

【３月９日】

　木幡町長から「将来の北海道新幹線長万部駅開

業を見据え、本町が誇りと希望の持てるふるさと

として、未来に向かい永続的に発展できるよう、

町民のみなさんと英知を結集し、各種施策の実現

に全力をあげ取り組む」と、町政執行方針が表明

されました。

　また、教育長からは教育行政の執行方針の大綱

が述べられました。

　その後、条例、補正予算などを審議し可決しま

した。

　新年度予算は、議長を除く９名の委員で構成す

る予算審査特別委員会へ付託しました。

【３月１４日】

　一般質問に４人の議員が登壇し、町政に対して

の所信を質しました。

【３月１５日】

　予算審査特別委員会が開催され、一般会計のほ

か７会計の予算について審査した結果、付託され

た議案すべてを可決すべきものと決定しました。

　　　委 員 長　 　　　健

　　　副委員長　北川　佳嗣

【３月１７日】

　新年度予算を採決した後、教育委員会教育長に

近藤英隆氏を任命することに同意しました。

　また、議員提出議案１件の審議、まちづくり新

幹線調査特別委員会視察調査の報告などを行い、

閉会しました。

条条条条条条条条条条条

例例例例例例例例例例例

補補補補補補補補補補
正正正正正正正正正正
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（３（３））おしゃまんべ議会だより 第１９１おしゃまんべ議会だより 第１９１号号

一般会計

当当当当当当当当当当当当当当当当初初初初初初初初初初初初初初初初予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算当初予算4444444444444444222222222222222242億億億億億億億億億億億億億億億億億11111111111111111，，，，，，，，，，，，，，，，，666666666666666600000000000000000000000000000000600万万万万万万万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円円円円円円円万円
前年度対比６，０００万円、１．４％の減

《
予
算
編
成
の
方
針
》

　
新
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
財
源
確
保
や
有

効
活
用
に
努
め
、
各
種
計
画

に
則
り
、
産
業
の
振
興
、
福

祉
、
教
育
、
観
光
の
ま
ち
づ

く
り
な
ど
、
諸
施
策
に
わ
た

り
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
一
般
会
計
の
概
要
》

　
歳
出
の
主
な
新
規
事
業
は
、

大
型
水
槽
付
消
防
車
の
導
入

６
０
０
０
万
円
、
役
場
庁
舎

ボ
イ
ラ
ー
改
修
工
事
１
２
３

０
万
円
、
新
幹
線
を
核
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
調
査
実
証
委

託
１
２
２
５
万
円
、
国
縫
振

興
会
館
等
建
替
設
計
委
託
９

５
０
万
円
な
ど
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
町
税
収
入
を

前
年
よ
り
約
１
億
９
３
７
万

円
増
の
６
億
３
８
１
１
万
円
、

地
方
交
付
税
を
前
年
よ
り
１

億
円
減
の
　
億
円
と
見
込
み

２１

計
上
し
ま
し
た
。

平成29年度各会計の当初予算の比較

伸  び  率比     較平成28年度平成29年度会　　計　　名

▲1.4%▲6,000万円42億7,600万円42億1,600万円一 般 会 計

▲2.7%▲272万4千円1億58万6千円9,786万2千円後期高齢者医療
特

別

会

計

4.1%3,833万3千円9億5,636万9千円9億9,525万2千円国民健康保険

2.8%2,035万1千円7億3,011万円7億5,046万1千円介 護 保 険

6.7%2,105万円3億1,245万円3億3,350万円公共下水道事業

17.3%2,867万円1億6,554万1千円1億9,421万1千円ガ ス
事
業
会
計

3.0%723万円2億3,512万2千円2億4,235万2千円水 道

▲2.8%▲1,865万6千円6億7,935万2千円6億6,069万6千円病 院

0.5%3,480万4千円74億5,553万円74億9,033万4千円計

※公営企業会計は資本的会計等を含めて掲載しております※公営企業会計は資本的会計等を含めて掲載しております。。
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般

質

問

（４） おしゃまんべ議会だより 第１９１号



一

般

質

問

（５）おしゃまんべ議会だより 第１９１号

　
長
﨑
　
長
万
部
町
で
は
全

町
規
模
で
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
て
お
り
、
危
機
管
理
に
対

し
強
い
認
識
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
ま
た
、
避
難
所
に

退
避
時
に
は
「
も
れ
な
く
」

救
助
す
る
事
が
求
め
ら
れ
る
。

多
く
の
自
治
体
で
は
地
域
防

災
力
向
上
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
正
し
い
認
識
を
持
っ

た
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と
な
る
。

　
各
地
域
に
防
災
士
を
養
成

す
る
こ
と
で
、
災
害
発
生
時

に
は
も
ち
ろ
ん
、
訓
練
を
通

じ
て
地
域
防
災
力
が
向
上
す

る
。
公
民
館
や
学
校
施
設
な

ど
町
内
で
防
災
講
演
・
指
導

に
よ
り
効
率
よ
く
防
災
士
の

養
成
が
可
能
に
な
る
。
当
町

で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
町
長
　
「
防
災
士
」
は
、
減

災
と
防
災
力
向
上
の
た
め
の

十
分
な
意
識
・
知
識
・
技
能

を
有
す
る
者
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
日
本
防
災
士
機
構
が

認
証
す
る
民
間
資
格
で
、
道

外
で
は
学
校
法
人
や
民
間
法

人
の
ほ
か
、
自
治
体
が
養
成

事
業
を
行
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

一
方
、
道
内
に
お
い
て
は
、

防
災
の
基
本
と
さ
れ
る
「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
の
適
切

な
役
割
分
担
を
推
進
す
る
た

め
、
北
海
道
が
事
業
主
体
と

な
り
「
北
海
道
地
域
防
災
マ

ス
タ
ー
」
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
の
防
災
マ
ス

タ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
地
域
の
防
災
活
動
の
ほ

か
、
災
害
時
に
は
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
、
官
公

庁
Ｏ
Ｂ
を
は
じ
め
、
自
主
防

災
組
織
や
町
内
会
の
役
員
な

ど
、
地
域
で
防
災
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
々
を
認
定
対
象
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
防
災
マ
ス
タ
ー

の
認
定
研
修
会
は
、
道
内
各

地
を
会
場
に
年
４
回
ほ
ど
開

催
さ
れ
、
参
加
費
用
の
負
担

も
な
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的

な
制
度
活
用
に
よ
り
地
域
の

防
災
力
向
上
を
図
り
た
い
。

　
ま
た
、
防
災
士
に
つ
い
て

も
資
格
取
得
に
向
け
た
気
運

づ
く
り
に
努
め
た
い
。

　
長
﨑
　
当
町
で
も
こ
の
講

演
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
北

海
道
で
は
年
４
回
ほ
ど
開
催

さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災
士

機
構
、
こ
れ
は
確
か
に
歴
史

は
そ
ん
な
に
長
く
な
い
が
、

平
成
　
年
度
に
１
５
８
１
人

１６

だ
っ
た
資
格
取
得
者
が
、
現

在
で
は
　
万
人
を
超
え
て
お

１０

り
、
防
災
士
の
必
要
性
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
当
町
で
も
消
防
士
や
職
員

が
資
格
を
取
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
講
習
会
の
よ
う
な
も

の
を
公
民
館
等
で
町
民
に
対

し
開
催
し
て
は
。

　
町
長
　
大
変
す
ば
ら
し
い

提
案
と
思
う
。
私
も
町
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
と
い
う

信
念
を
持
っ
て
町
政
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
長
万
部
に
防
災
士

は
３
人
、
防
災
マ
ス
タ
ー
は

８
人
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
各
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ

任
意
で
資
格
を
取
得
し
て
い

る
。
公
で
養
成
を
し
た
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
が

勉
強
を
し
て
防
災
士
の
資
格

や
防
災
マ
ス
タ
ー
の
資
格
を

取
ら
れ
た
。

　
今
後
、
地
域
会
館
や
各
町

内
会
の
自
主
防
災
組
織
を
立

ち
上
げ
る
段
階
で
の
講
習
、

講
演
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

自治体が養成する防災士を

（町長）資格取得に向けた気運づくりに努める

― 長﨑　厚　議員 ―

防災士証



一

般

質

問

（６） おしゃまんべ議会だより 第１９１号

　
柏
倉
　
長
万
部
町
で
一
人

暮
ら
し
の
元
気
な
方
が
認
知

症
に
な
っ
た
場
合
、
全
て
の

サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
も
一
人

の
方
を
守
れ
な
い
状
況
が
う

ま
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　

　
例
え
ば
、
認
知
症
と
診
断

さ
れ
る
ま
で
の
期
間
、
認
知

症
と
判
断
さ
れ
介
護
認
定
が

お
り
る
ま
で
の
期
間
、
介
護

認
定
が
お
り
て
か
ら
サ
ー
ビ

ス
が
開
始
さ
れ
、
施
設
入
所

ま
で
の
期
間
、
お
お
よ
そ
１

年
か
か
る
。
こ
の
間
、
実
に

様
々
な
事
が
起
き
て
い
て
、

大
事
に
至
っ
て
な
い
の
で
良

か
っ
た
の
だ
が
、
身
内
が
そ

ば
に
い
な
い
の
で
身
内
の
よ

う
に
寄
り
そ
う
方
の
存
在
が

必
要
だ
。
私
の
経
験
か
ら
す

る
と
、
一
人
の
方
に
三
人
の

サ
ポ
ー
タ
ー
が
必
要
だ
。
し

か
も
出
来
る
だ
け
近
く
に
住

ん
で
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ

ラ
バ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
平
成
　
年
　
月
　
日
現

２８

１２

３１

在
、
長
万
部
町
に
１
８
０
人

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
活
動
状
況

が
見
え
な
い
し
紹
介
さ
れ
た

こ
と
も
な
い
。
組
織
と
し
て

立
ち
上
が
っ
て
な
け
れ
ば
早

急
に
立
ち
上
げ
を
。
ま
た
、

活
動
出
来
る
サ
ポ
ー
タ
ー
が

必
要
だ
。
毎
年
、
育
成
者
を

増
や
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
必
要
と
思
う
。
こ
れ
が
出

来
れ
ば
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
へ
の
移
行
も
ス
ム
ー

ズ
に
出
来
る
と
思
う
。
町
長

の
所
信
を
伺
う
。

　
町
長
　
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
本
町
に
お
い
て
も
独
居

高
齢
者
や
認
知
症
高
齢
者
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。
住
民
参

加
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
通

じ
、
地
域
住
民
の
社
会
的
孤

立
を
防
ぎ
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
高
齢
者
の
生
活
全

般
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
基
礎
づ
く
り
と
し

て
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
地

域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
に
対
し
て
温
か
い
目
で
見

守
る
。
さ
ら
に
は
近
隣
の
認

知
症
の
人
や
家
族
に
対
し
て
、

自
分
な
り
に
で
き
る
簡
単
な

こ
と
か
ら
実
践
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
多
く
育
成
す
る
た
め
、

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど

の
取
り
組
み
に
力
を
注
い
で

い
き
た
い
。
ま
た
、
そ
の
中

か
ら
地
域
を
担
う
組
織
づ
く

り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

進
ん
で
行
く
こ
と
を
期
待
す

る
。
　
柏
倉
　
現
在
、
長
万
部
町

で
施
設
入
所
で
は
な
く
、
在

宅
で
認
知
症
と
診
断
を
さ
れ

て
い
る
方
は
何
名
か
。

　
町
長
　
２
月
現
在
、
　

歳
６５

以
上
介
護
認
定
者
が
４
９
７

名
。
う
ち
認
知
症
の
症
状
の

あ
る
方
は
２
３
４
名
。

　
柏
倉
　
認
知
症
発
見
の
ひ

と
つ
に
、
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
で
支
払
い
等
を
す
る
時

の
間
違
い
が
あ
る
。
今
ま
で

で
き
て
い
た
事
が
で
き
な
く

な
っ
た
り
す
る
。
そ
ん
な
時

に
金
融
機
関
等
か
ら
一
報
を

入
れ
て
も
ら
い
、
地
域
包
括

が
訪
ね
て
み
る
な
ど
の
連
携

は
取
れ
て
い
る
か
。

　
町
長
　
色
ん
な
関
係
機
関

に
話
し
て
お
り
、
地
域
包
括

の
方
に
も
話
は
あ
る
と
思
う
。

　
柏
倉
　
認
知
症
と
診
断
さ

れ
る
と
必
ず
投
薬
が
始
ま
る
。

間
違
い
な
く
飲
む
た
め
に
は

サ
ポ
ー
タ
ー
が
必
要
だ
。

　
町
長
　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活

動
、
活
躍
は
大
変
な
こ
と
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
色
々
な

こ
と
を
含
め
検
討
課
題
と
し

た
い
。

認知症サポーターの育成を

（町長）養成講座などの取り組みに　　　　　
　　　　　　　　　　　　　力を注いでいきたい

― 柏倉恵里子　議員 ―

認知症サポーターカード（１枚３０円、送料別途）
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般

質

問

（７）おしゃまんべ議会だより 第１９１号

　
大
谷
　
こ
れ
ま
で
の
質
問

に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　
１
、
少
子
化
対
策
・
子
育

て
支
援
策
は
。

　
答
弁
、
長
万
部
町
の
身
の

丈
に
合
っ
た
子
育
て
支
援
を

実
施
し
て
行
き
た
い
。

　
２
、
人
口
減
少
対
策
と
し

て
移
住
定
住
促
進
・
企
業
誘

致
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
答
弁
、
１
人
で
も
多
く
長

万
部
町
に
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
企
業
誘
致
と
雇
用
の

拡
大
に
取
り
組
む
。

　
３
、
各
集
会
所
に
「
手
す

り
」
の
設
置
を
。
　
　
　
　
　

答
弁
、
要
望
を
聞
き
な
が
ら

検
討
す
る
。

　
以
上
３
点
に
つ
い
て
、
進

捗
状
況
と
対
応
は
。

　
町
長
　
１
点
目
に
つ
い
て

は
、
平
成
　
年
度
か
ら
妊
産

２８

婦
健
診
通
院
費
の
一
部
補
助

を
実
施
し
、
ま
た
、
町
立
保

育
所
の
第
２
子
以
降
の
保
育

料
を
無
料
と
し
た
。

　
さ
ら
に
平
成
　
年
度
に
お

２９

い
て
は
、
第
２
子
以
降
の
保

育
料
等
を
民
間
の
保
育
園
、

幼
稚
園
に
も
対
象
を
拡
大
し

実
施
し
た
い
。

　
２
点
目
に
つ
い
て
は
、
搾

乳
な
ど
を
行
う
農
業
支
援
員

１
名
を
新
た
に
募
集
し
、
将

来
の
新
規
就
農
に
つ
な
が
る

よ
う
、
様
々
な
形
で
支
援
し

て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
町

外
の
方
へ
求
人
情
報
を
提
供

す
る
手
段
と
し
て
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
バ
ナ
ー

広
告
の
掲
載
を
開
始
し
た
ほ

か
、
町
内
の
空
き
家
情
報
を

掲
載
し
た
、
お
し
ゃ
ま
ん
べ

家
さ
が
し
ウ
ェ
ブ
を
随
時
更

新
す
る
な
ど
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、

移
住
者
に
対
す
る
建
築
住
宅

の
補
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
移
住
定
住
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
て
い
る
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

母
豚
を
千
頭
規
模
で
一
貫
生

産
す
る
長
万
部
ち
ら
い
農
場

が
、
平
成
　
年
春
の
完
成
を

３０

目
指
し
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
豊
津
地
区
に
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
現
場
宿
舎
が

建
設
さ
れ
る
。
今
年
６
月
に

は
鉄
道
運
輸
機
構
の
鉄
道
建

設
所
や
寮
が
完
成
す
る
予
定

で
あ
る
。
来
年
度
に
は
新
幹

線
駅
の
高
架
形
式
へ
の
変
更

認
可
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
新
幹
線
工
事
関
連

企
業
の
進
出
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
企
業
誘
致
と
雇

用
の
拡
大
に
向
け
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
３
点
目
に
つ
い
て
は
、
要

望
の
あ
っ
た
南
栄
老
人
憩
の

家
に
は
昨
年
５
月
に
設
置
し
、

陣
屋
生
活
館
は
３
月
中
に
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

来
年
度
も
状
況
に
応
じ
対
応

す
る
。

　
大
谷
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

家
さ
が
し
ウ
ェ
ブ
等
に
は
、

何
件
く
ら
い
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
移
住
定

住
に
つ
な
が
っ
た
か
。

　
ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
長

　
問
い
合
わ

せ
は
９
件
あ
り
、
そ
の
う
ち

１
件
が
移
住
し
た
。

　
大
谷
　
町
に
人
を
呼
び
込

こ
れ
ま
で
の
質
問
の
進
捗
状
況
と
対
応
は

（
町
長
）
状
況
に
応
じ
取
り
組
ん
で
い
る

―
 大
谷
　
敏
弥
　
議
員
 ―

む
た
め
、
１
戸
だ
け
で
も
町

が
買
い
上
げ
て
内
装
を
改
装

し
、
移
住
定
住
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
長
万
部

移
住
生
活
体
験
制
度
を
設
け

て
は
。

　
町
長
　
先
ほ
ど
答
弁
し
た

と
お
り
、
引
き
続
き
移
住
者

に
対
す
る
建
築
住
宅
の
補
助

に
つ
い
て
検
討
し
、
移
住
定

住
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
た
い
。

玄関前手すり（高砂振興会館）

◇地方議会議員の厚生年金制度への加入を

　求める意見書

意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見意見書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書をををををををををををををををををををををを提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出提出しししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

　意見書１件を原案どおり可決し、関係機関へ送付

しました。
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（８） おしゃまんべ議会だより 第１９１号

　
高
森
　
長
万
部
高
校
は
町

内
唯
一
の
高
校
で
あ
り
、
長

万
部
や
黒
松
内
の
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
の
主
役
を
担

う
人
づ
く
り
の
根
幹
で
も
あ

る
。
東
京
理
科
大
学
の
特
別

推
薦
枠
ま
で
持
っ
て
い
る
が
、

高
校
の
将
来
が
心
配
で
あ
る
。

　
平
成
　
年
度
の
長
万
部
高

２９

校
へ
の
出
願
者
数
は
　
名
と

１７

新
聞
報
道
に
あ
っ
た
。
長
万

部
中
学
校
の
今
春
卒
業
予
定

者
は
　
名
と
の
こ
と
だ
が
、

３８

そ
の
う
ち
長
万
部
高
校
へ
の

出
願
者
数
は
。

　
長
万
部
高
校
の
閉
校
の
危

機
を
含
め
、
高
校
の
将
来
像

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
、
教

育
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
教
育
長
　
長
万
部
中
学
校

か
ら
の
出
願
者
数
は
　
名
で

１２

あ
る
。
昨
年
度
は
、
長
万
部

中
学
校
卒
業
生
の
　
％
が
長

５２

万
部
高
校
に
進
学
し
た
が
、

今
年
度
は
　
％
の
受
験
者
数

３１

で
あ
っ
た
。
平
成
　
年
度
以

１８

降
、
　

％
を
割
り
込
ん
だ
年

５０

度
は
な
か
っ
た
た
め
、
大
変

危
惧
し
て
い
る
。

　
長
万
部
高
校
は
平
成
　
年
２８

度
か
ら
地
域
キ
ャ
ン
パ
ス
校

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

他
の
学
校
へ
の
通
学
が
困
難

な
地
域
を
抱
え
、
か
つ
地
元

か
ら
の
進
学
率
が
高
い
第
１

学
年
１
学
級
の
高
校
を
地
域

キ
ャ
ン
パ
ス
校
と
し
て
、
セ

ン
タ
ー
校
（
八
雲
高
校
）
か

ら
の
出
張
授
業
や
通
信
機
器

を
活
用
し
、
教
育
活
動
を
支

援
し
て
い
く
制
度
で
あ
る
。

　
現
在
、
長
万
部
高
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
同
窓
会
に
「
長
万
部
高

校
の
教
育
を
地
域
と
と
も
に

考
え
る
会
（
仮
称
）
」
設
立

の
動
き
が
あ
り
、
長
万
部
高

校
の
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

を
教
育
委
員
会
と
し
て
も
全

面
的
に
支
援
・
推
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
小
中
学
生
に
長

万
部
高
校
の
魅
力
を
体
感
さ

せ
、
進
学
し
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
強
化
し

た
い
。

　
高
森
　
今
年
は
近
隣
市
町

へ
の
生
徒
流
出
が
多
い
。
キ

ャ
ン
パ
ス
校
に
な
っ
た
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
、
長
万
部

高
校
を
敬
遠
し
た
の
で
は
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
校
指

定
は
、
今
後
の
再
編
や
廃
校

に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
教
育
長
　
マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
は
な
く
、
部
活
動
や
広

い
人
間
関
係
を
求
め
て
自
宅

か
ら
通
学
可
能
な
近
隣
市
町

の
高
校
を
志
望
し
て
い
る
。

　
道
教
委
は
地
元
の
進
学
率

や
地
域
性
を
考
え
、
学
校
を

残
す
た
め
に
地
域
キ
ャ
ン
パ

ス
校
制
度
を
始
め
た
が
、
人

口
減
少
や
地
方
創
生
の
観
点

か
ら
、
そ
の
在
り
方
や
教
育

環
境
の
整
備
を
含
め
検
証
検

討
を
進
め
て
い
る
最
中
で
あ

る
。
平
成
　
・
　

年
度
は
検

２７

２８

証
期
間
中
の
た
め
、
募
集
停

止
や
見
直
し
は
な
い
。

　
高
森
　
理
科
大
が
あ
る
の

だ
か
ら
、
理
数
に
特
化
し
た

学
科
や
英
語
に
特
化
し
た
学

科
、
ま
た
は
、
福
祉
や
介
護

の
学
科
を
高
校
に
設
け
て
は
。

　
教
育
長
　
道
立
高
校
の
ま

ま
で
の
学
科
転
換
は
か
な
り

厳
し
く
、
学
科
変
更
を
し
て

も
再
び
普
通
科
に
戻
し
た
学

校
が
全
道
的
に
い
く
つ
も
あ

る
。
そ
し
て
本
町
の
子
供
達

全
員
が
そ
の
学
科
を
希
望
す

る
か
も
問
題
に
な
る
。
入
り

や
す
い
、
選
択
し
や
す
い
と

い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
今

の
普
通
科
の
高
校
の
学
校
づ

く
り
を
全
面
的
に
支
援
し
た

い
。
　
高
森
　
総
合
教
育
会
議
は
、

町
長
の
権
能
の
も
と
教
育
行

政
に
関
与
す
る
立
場
だ
が
、

町
長
の
考
え
は
。

　
町
長
　
長
万
部
高
校
存
続

の
た
め
に
通
学
費
補
助
等

行
っ
て
き
た
が
、
ま
だ
努
力

が
足
り
な
い
と
感
じ
た
。

　
今
後
は
、
総
合
教
育
会
議

で
も
こ
の
課
題
を
取
り
上
げ
、

さ
ら
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

長万部高等学校の将来像をどう考える

（教育長）魅力ある学校づくりを　　　　　
　　　　　　　　　　　全面的に支援したい

― 高森　功治　議員 ―

長万部高等学校



（９）おしゃまんべ議会だより 第１９１号

　平成２８年１１月３０日（水）北海道新幹線木古内駅を視察しました。第１回定例会において報告

した内容を紙面の都合上、一部抜粋して掲載いたします。

【調 査 日】平成２８年１１月３０日（水）

【視 察 先】北海道新幹線木古内駅

【調査内容】※一部抜粋

　◇北海道新幹線木古内駅周辺整備事業について

　・駐車場整備関連

　　　新幹線駅の北側、東側、西側に、合わせて

普通車３２９台、大型車７台分の駐車場が整備

されている。

　・駅舎整備関連

　　　現駅舎の改修事業を実施し、トイレ、外壁

　　等の改修、エレベーター２基、エスカレーター２基を整備している。エスカレーターの設

置には、町独自で７，０００万円を負担している。

　◇新幹線木古内駅を核とした広域観光の取り組みについて

　　開業６年前（平成２２年）、渡島西部４町（木古内・知内・福島・松前）、檜山南部５町

（上ノ国・江差・厚沢部・乙部・奥尻）、交通事業者、さらにオブザーバーとして北海道運

輸局、北海道を加え「新幹線木古内駅活用推進協議会」を設置し、新幹線開業を機として木

古内駅を中心にイメージづくり、人づくり、拠点づくり、ネットワークづくりなど広域観光

の推進に取り組んでいる。

　◇新幹線木古内駅誘致に係る議会としての取り組みについて

　　昭和６３年の青函トンネル開通と同時に「総合交通体系特別委員会」を立ち上げ、新幹線停

車駅の誘致に向けて国や道に積極的に不断のアプローチを続けてきた。長い経過の中で紆余

曲折はあったものの、イデオロギーや利害関係の壁を乗り越え、行政・議会・町民が一体と

なり運動を進めてきたことが北海道新幹線木古内駅の誕生の礎となっているとのことであっ

た。

　　議会としての意見反映は、町民の代表者で構成される「まちづくり戦略会議」で議論され、

ある程度まとまった段階で委員会へ報告をもらうこととし、最終的には議会の意見も加えた

ものが戦略プランとして町長に答申されたものと考えているとのことであった。

【ま と め】

　　これまで駅施設や周辺整備事業など参考事例を視察してきたが、今後はそれを計画に活か

すべく実際の費用や財源などについても調査する必要があると考える。

　　いずれにしても、木古内町でも話を伺ったが、行政・議会そして町民がそれぞれの立場で

協力し合い、町全体が一丸となって新幹線を核としたまちづくりに向け邁進することが肝要

である。そのためにも本特別委員会としてさらなる調査・研究が必要である。

木古内駅南側
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常任委員、議会運営委員が改選されました

　常任委員、議会運営委員の任期は２年と定められており、このたび任期満了

につき改選が行われ、委員長・副委員長が次のとおり決定しました。

　 《総務常任委員会》　　　　《産業建設常任委員会》　　　　  《議会運営委員会》

　委 員 長　 　　　健　　　　委 員 長　長﨑　　厚　　　　委 員 長　高森　功治

　副委員長　村川　　毅　　　　副委員長　橋本　收司　　　　副委員長　辻　　紀樹

　第２回定例会（６月）までの各常任委員会、議会運営委員会の所管事務等調

査事項は次のとおりです。

《総 務 常 任 委 員 会》　環境衛生事業

《産業建設常任委員会》　土木事業、農業振興、水産振興

《議 会 運 営 委 員 会》　議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項

所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調所管事務調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ががががががががががががががががががががが受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容（委員会が受け持っている調査内容））））））））））））））））））））））

１０９８７６５４３２１

開催日会　　議　　名 辻
 
　（義）

柏
 
倉

 
村
 
川

大
 
谷

橋
 
本

高
 
森

辻
 
　（紀）

長
 
﨑

北
 
川

○○○○○○○○○○３月９日

第 １ 回 定 例 会 ○○○○○○○○○○３月１４日

○○○○○○○○○○３月１７日

○○○○○○○○○○１月３０日第 １ 回 臨 時 会

○○○○○○○○○○１月２７日

議 会 運 営 委 員 会

○○○○○○○○○○３月６日

○○○○○○○○○○３月９日

○○○○○○○○○○３月１４日

○○○○○○○○○○３月１５日

○○○○○○○○○○１月２７日

全 員 協 議 会
○○○○○○○○○○２月２日

○○○○○○○○○○２月２７日

○○○○○○○○○○３月６日

○○○○○○○○○○１月３０日

総 務 常 任 委 員 会 ○○○○○○○○○○３月６日

○○○○○○○○○○３月９日

○×○○○○○○○○２月２８日
産業建設常任委員会

○○○○○○○○○○３月９日

--○○--○○--１月１６日議 会 広 報 編 集
特 別 委 員 会 ○-○○--○○--３月１４日

○○○○○○○○○○２月２１日まちづくり・新幹線
調 査 特 別 委 員 会 ○○○○○○○○○○３月１４日

○○○○○○○○○○１月２７日
議会改革等に関する
調 査 特 別 委 員 会

○○○○○○○○○○２月２７日

○○○○○○○○○○３月１７日

--○○○-○---３月２２日山越郡衛生処理組合議会

--------○○２月９日渡島廃棄物処理広域連合議会

○（出席）　×（欠席）　－（出席対象外）

● 議員の出席簿 ● 平成２９年１月～平成２９年３月



（１１）おしゃまんべ議会だより 第１９１号

２月28日
　①除雪事業
　　町道等冬季維持管理業務委託につい
　　て調査
　②農業振興
　　公共牧場利用状況について調査
　③水産振興
　　水揚状況について調査
３月９日
　①委員長、副委員長の互選
　②所管事務調査
　　第２回定例会までの所管事務調査を
　　協議

産業建設常任委員会

２月21日
　①まちづくり・新幹線等に関する調査
　　北海道新幹線長万部地区の構造変更、

長万部まちづくり推進会議の活動状
況について調査、視察調査報告書
（案）について協議

３月14日
　①まちづくり・新幹線等に関する調査
　　新幹線駅周辺整備計画（案）につい
　　て調査

まちづくり・新幹線
調査特別委員会

委 員 会 活 動

議会運営委員会

１月27日
　①第１回臨時会の運営について協議
３月６日
　①第１回定例会の会期及び日程、提出
　　される議案などの取扱いについて協
　　議
３月９日
　①委員長、副委員長の互選
　②所管事務調査
　　第２回定例会までの所管事務調査を
　　協議
３月14日
　①第１回定例会の運営について協議
３月15日
　①第１回定例会の運営について協議

１月16日
　①議会だより第１９０号を編集
３月14日
　①議会だより第１９１号の編集について

協議

議会広報編集特別委員会

１月27日
　①議会改革等に関する調査
　　本会議・委員会の欠席事由、答弁書
　　の検討時間、議場・委員会室へのパ
　　ソコン等の持込みについて協議
２月27日
　①議会改革等に関する調査
　　これからの検討事項について協義
３月17日
　①議会改革等に関する調査
　　浦幌町議会の取り組みについて協議

議会改革等に関する
調査特別委員会

１月30日
　①社会教育事業
　　図書利用状況、図書館事業内容につ
　　いて調査
３月６日
　①保健福祉事業
　　町立保育所の運営状況について調査
　②公共下水道事業
　　下水道事業経営戦略について調査
　③病院事業
　　新公立病院改革プランについて調査
３月９日
　①委員長、副委員長の互選
　②所管事務調査
　　第２回定例会までの所管事務調査を
　　協議

総務常任委員会
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議 会 う ご きの

 １月　

　５日　消防出初式　　　　　　　各議員

　６日　新年交礼会　　　　　　　各議員

　８日　成人式　　　　　　　　　各議員

　30日　第１回臨時会　　　　　　全議員

 ２月

　８日　北海道新幹線建設促進自治体議長

　　　　会中央要望（東京） 議　長

　16日　渡島町村議会議長会定期総会

　　　　（函館市） 議　長

　　　　長万部町建設協会新年会　副議長

　17日　長万部商工会新年懇親会

 　議　長

　22日　東京理科大学退寮パーティ

 議　長

　23日　東京理科大学退寮式 議　長

　25日　老人クラブ連合会芸能祭

 産建委員長

 ３月

　１日　長万部高等学校卒業式　　各議員

　４日　自民党長万部支部定期大会

 議　長

　９日　第１回定例会 全議員

　14日　第１回定例会 全議員

　16日　長万部中学校卒業式 各議員

　17日　長万部小学校卒業式 各議員

　　　　第１回定例会 全議員

　27日　青少年問題協議会 議　長

議場のテレビ放映

役場１階ロビーで定例会、

臨時会の模様を放映して

います。

お願い

議長宛ての案内などの文書は、

議会事務局へ送付ください。

次の定例会は６月です

議会を傍聴してみませんか

委員会も署名するだけで　

　傍聴することができます
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